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白山火山噴火緊急減災対策砂防計画検討委員会の検討フロー

○現状把握

○緊急減災対策の対象現象を抽出
○対象とする現象の影響範囲の把握
○対象とする現象の被害の概略を把握

○対策開始のタイミングや対策場所、対策可能な
現象・規模などを設定し、対策方針を設定

○対策方針に基づいて、ハード対策、ソフト対策
を検討
○火山噴火時に実施する緊急調査の項目・内容
を整理

○ 緊急時の対策を行うために
平常時から準備しておくべき事項について
検討・整理

⑤火山噴火緊急減災対策砂防計画 策定

（※出典：火山噴火緊急減災対策砂防計画策定ガイドライン（平成19年4月 国土交通省砂防部）を一部改変）

第２回検討委員会

第１回検討委員会

第３回検討委員会
平成30年10月18日

平成29年2月13日

平成29年12月15日

第４回検討委員会

◆平成28年度から検討を開始し、令和元年12月に計画が策定
平成28-29年度

平成30年度

令和元年度

第２回行政WG

第１回行政WG
平成30年7月25日

①計画策定の基本事項

②対策方針の設定

③緊急時に実施する
対策の検討

④平常時からの
準備事項の検討

計画策定後、計画を実行に移すための取り組み、平常時準備の着手、PDCAサイクルに
よる計画の見直し等
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令和元年11月1日

令和元年12月25日



白山火山噴火緊急減災対策砂防計画策定後の流れ
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◆令和元年12月に委員会後、緊急減災の検討結果(噴火規模や影響範囲の見直し)を
反映して、防災部局（火山防災協議会）の計画などを更新

「白山火山噴火緊急減災対策砂防計画」策定 （第４回委員会）令和元年12月

白山火山防災協議会で計画策定を報告令和２年２月

新型コロナにより白山火山防災協議会が中断

令和３年３月 「白山火山噴火緊急減災対策砂防計画（第１版）」を公開

白山火山防災協議会が「白山火山防災計画」を改定令和４年３月

白山火山計画等へ反映した後に
公開することを調整

気象庁が「噴火警戒レベルリーフレット」を改定令和４年４月

令和５年２月 「白山火山噴火緊急減災対策砂防計画（第２版）」を更新・公開

白山火山防災計画等の内容を反映して改定が必要
（基本的に第4回委員会で承認された内容を反映）

白山火山防災協議会で計画改定を報告（予定）令和５年３月

白山火山防災計画（平成27年6月）の内容で公開

今回の検討事項



噴火シナリオの見直し
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白山火山防災計画等に緊急減災の内容が反映された



白山火山活動フローの見直し

◆白山の火山活動フロー（噴火シナリオ）も、緊急減災の検討内容を踏まえて更新
（下図の赤文字と黄文字が変更になった箇所）
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噴火警戒レベルリーフレットの更新内容
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◆気象庁の噴火警戒レベルリーフレットも、白山火山防災計画の変更にしたがい
火砕流規模50万㎥の範囲から、500万㎥の範囲に変更された

平成27年9月版 令和4年4月版



白山火山噴火緊急減災対策砂防計画（第２版）の方針

◆白山火山噴火緊急減災対策砂防計画（第１版）は、「古い白山火山防災計画」
に合わせた内容で公開

◆令和4年3月に更新された「新しい白山火山防災計画」に合わせる必要がある
＝＞大部分は、令和元年12月の第４回委員会で承認された内容
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◆第２版の改定方針
第４回委員会で承認された内容に戻す
時間が経過しているため、人口などは最新情報に更新する

〇改定する内容
変更となった影響範囲（7㎞→8㎞）などについて反映
人口や観測データなど、最新のものに変更できるものを更新
※改定箇所は別紙参照


